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夏の議会だより
◇主な内容
•議会報告会終了しました   2Ｐ～
•５月会議で決めたこと  6Ｐ～
•６月会議で決めたこと  8Ｐ～
　「どえーな補正予算のあると？」
•一般質問（13人が登壇）        12Ｐ～
•市民の声 19Ｐ
•議会だよりクイズ 20Ｐ



02壱岐市議会だより　2012年第34号

キクちゃん

議会報告会  終了しました。
多くの方にご参加いただき、ありがとうございました。

概 要

アンケート結果

　７月10日・石田会場、11日・勝本会場、12日・芦辺会場、13日・郷ノ浦会場の日程で、議会報告会を開催した。
　今回は議会運営委員長が司会を務め、議会の仕組み等を説明をしたあと、議会だより第33号掲載の市当初予
算をもとに各常任委員長が審議内容の説明を行った。これらの説明に対する質問と市政全般について、参加者
からの質問に各委員長が応答する形で会を進行し、活発な意見交換となった。
　参加者からは大変貴重な意見を数多くいただき、将来への不安と、現状からの切実な要望等は、議会におけ
る活発な審議の糧となった。
　アンケート結果でも明白であるが、「議会報告会」の継続を望む声が多い。議会としてもこの有意義な会を今
後も続けていきたい。

　　　　　　　　　　　（提出者…125人、回答率…89％）

議会報告会について
　①報告会開催の評価　　評価する104人 評価しない5人 どちらとも言えない10人
　②議員の説明内容　　　よく分かる54人 分かりにくい20人 どちらとも言えない40人
　③議員の説明時間　　　長すぎる6人 ちょうど良い75人 どちらとも言えない26人
　④今後の報告会開催　　必要103人 必要ない3人 どちらとも言えない15人

市議会について
　①議会活動について　　よく分かる45人 分かりにくい34人 どちらとも言えない37人
　②通年議会について　　良いと思う69人 分かりにくい23人 どちらとも言えない25人
　③議会の情報公開　　　開かれている60人 開かれてない13人 どちらとも言えない42人
　④議会への期待　　　　期待する98人 期待しない5人 どちらとも言えない15人

参加者数 石 田 会 場…市民19人（男性16、女性3）
 　　　　　　議員19人（欠席・中村議員）
 勝 本 会 場…市民37人（男性30、女性7）
 　　　　　　議員17人（欠席・久間議員・中村議員・音嶋議員）
 芦 辺 会 場…市民39人（男性39、女性0）
 　　　　　　議員18人（欠席・中村議員・音嶋議員）
 郷ノ浦会場…市民45人（男性36、女性9）
 　　　　　　議員18人（欠席・中村議員・音嶋議員）
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報告会意見交換

▶石田会場◀

▶勝本会場◀

Q廃校中学校の跡地利用の活用とその時期は。
A  （総務文教常任委員長）耐震基準のこともあり、
活用方法や時期はまだ示されていない。

Q小学校の統廃合はあるか？
A  （総務文教常任委員長）市長は地域性を考慮し急
ぐ必要はないとの考えだが、教育長は検討する
時期にきているとの考えである。

Q生ごみ処理が始まるとの事だが、その収集方法は。
A  （厚生常任委員長）今年度はモデル地区を選定し
て試験的な生ごみ分別になると思う。ゴミステ
ーションの一角に専用の容器を置き、１日２回
程度の収集が必要と考えている。

Q  地域が要望することに対しては、議員の方から
市民の中へ入ってきてほしい。

A   （産業建設常任委員長）要望があれば議員に申し
出てください。そのような対応をしたい。

Q  国保・介護保険の問題について、独居老人に島
外にでも子どもが居ればその子が負担すべきで
はないか。

A  （厚生常任委員長）同感である。しかし、これは
強制できるものではない。

Q通年議会のメリットは何か。
A  （議会運営委員長）議会議長の主導でいつでも議
会が開催できる。市長の専決処分を減らせる。

Q  保険税が増額となった。３年毎の見直しはどの
ようにしているか。

A  （厚生常任委員長）高齢化等に伴い介護や高額医
療対象者が増えており、全体が上がっている。基
準額の段階設定も見直されている。

Q介護認定の状況は
A  （厚生常任委員長）介護認定調査員のチェックシ
ートと医師の診断書をもとに判定。

Q  滞納状況は
A  （厚生常任委員長）滞納額は国保が３億４千万円。
値上げになり、更なる滞納を懸念している。徴収
は強い態度で臨んでいる。

Q  ジュニアスポーツの遠征等で、保護者が費用等
に苦慮している。例えば消防団の手当て増額分
を子供のために使おうという考えはなかったか。

A  （総務文教常任委員長）ジュニアクラブでの過度

Q  議員定数を16人に減らすと談合しやすくなるのでは。
A  （議長）個人の見解として、委員会構成の問題も
あり16人より減らす事はできない。

Q  九州郵船ジェットフォイルの1時間前からの発券
業務は理不尽。予約の段階で指定席にしてほしい。

A  （議長）五島航路は全席指定と聞く。九州郵船の
発券業務等について調査し、改善を要望する。

Q  ボランティア活動が多いが、島内の自動販売機
を撤去してはどうか。環境も良くなり商店の活
性化にもつながる。

A  （産業建設常任委員長）大人が捨てた空き缶を子
ども達が拾う姿などは忍びない。即答できない
ので検討する。

Q  郷ノ浦・石田・勝本の焼却場が廃止となるが、
有効活用として東北の被災地ガレキを受け入れ
る事はできないか。

A  （厚生常任委員長）壱岐市は最終処分場をもって
いないので受け入れは困難。

7/10  石田町農村環境改善センター

7/11  市役所勝本庁舎

なスポーツ指導も問題点がある。行政の予算で
は消防費を教育費に転用はできない。

Q  Iターン、Uターンが少ない。JAやJFとの連携も
とれていない。市はもっとしっかり取り組むべき。

A  （総務文教常任委員長）今後、制度を充実するよ
う要望する。
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Q  副市長の給与額は。市税は４％上がった。人口３
万人の市に副市長２人が必要か。

A  （議長）月額64万円。病院企業団加入の特命。市
長が全国離島振興協議会会長に就任した為、公
務が大幅に増える。

Q  一次産業の後継者対策をどう考えるか。議員
個々の考えは。

A  （市山和議員）離島活性化交付金等の活用を。
　 （中田議員）親の立場からも農業・漁業の魅力を
子供たちに伝えてほしい。

　 （大久保議員）認定漁業者制度等の活用で後継者
を育てる。

Q  下水道事業の収支が悪い。加入率100％を目指
すべき。加入負担金等の周知を明確にして。

A  （産業建設常任委員長）加入率70％以上でないと
運営が厳しい。今後も加入促進を促していく。

Q  勝本地区も下水道を早期に計画してほしい。
A  （産業建設常任委員長）以前の勝本地区の加入希
望調査では、希望者が10％程度だったため計画
は先送りされている。

Q  車検シールの問題が新聞報道されていた。市の
イメージダウンであり公務員志望の若者に不安
を抱かせる。

A  （総務文教常任委員長）職員に市長から強く指導
がされているが、議会からも再度申し添える。

Q  壱岐市が教育で力を入れているところは。
A  （総務文教常任委員長）小学校の統廃合の問題。

Q Q
報告会意見交換

▶芦辺会場◀
Q  壱岐市の学校耐震化は県下で２番目に取り組みが遅
れている。その理由と議会のチェックはどうなのか。

A  （総務文教常任委員長）遅れの理由は把握してい
ないので調べてみる。耐震化工事は27年度終了。

Q  議会基本条例にある議会招集は具体的にあった
のか。市長の反問権は行使されたか。通年議会の
メリットは。

A  （議長）議会招集は実際に行っており、反問権は１
回あった。通年議会のメリットは専決処分の抑制。

Q  自治公民館の統合についての考えは。投票率の
低下、税収納率の低下をどう思うか。議員は減少
しているが、議会の職員数はどうか。

A  （総務文教委員長）自治公民館の件は明確な答弁
を得られない。投票率の低下は高齢化や政治離れ
も考えられるが、努力する。税収率アップのため、
職員は努力している。議会事務局は、議員数は減
っても事務量は変わらないため５名は必要。

Q  欠席議員の報告と欠席理由が必要。
A  （議会運営委員長）中村議員、音嶋議員は自宅療
養中のため欠席。

Q  水稲防除への助成金が無くなっている。耕作者
の高齢化で需要は増加しているので是非補助を。

A  （産業建設常任委員長）要望として市に伝える。
Q  一般質問の50分時間制限は、議員の定数も減る
ので撤廃してはどうか。

A  （議会運営委員長）過去30分を50分に改善した。
Q  委員会の傍聴はできるのか。
A  （議会運営委員長）議会は原則公開である。ただ
し、委員会は委員長の許可で傍聴できる。

Q  議会は生産性が無い。定数の大幅削減を。
A  （議長）定数は住民との兼ね合いで決められる。

7/12  市役所芦辺庁舎

16人より減らすと付託審査は少数で行う事となる。
Q  市役所本庁舎の建設時期は。職員の専門性、英知
を結集した活性化を図るべき。

A  （総務文教常任委員長）庁舎の一本化へ向け取り
組みたい。職員の在り方について同感である。

Q  清石浜入口の道路で幅員拡張を求める場所がある。
A  （議長）道路実態は承知している。
Q  圃場事業の改善に努力してほしい。
A  （産業建設常任委員長）意見として承る。
Q  市長も光ケーブルを活用した雇用拡大を話され
ている。議員も勉強して提案してほしいし、公共
施設の誘致も考えるべき。

A  （議会運営委員長）議会への提案として受け止る
が、市長へは直接の提案もできる。
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報告会意見交換

▶郷ノ浦会場◀ Q  国民健康保険・介護保険料の設定はどこでされ、議
会はこれに関わっているか。

A  （厚生常任委員長）国の基準に照らし事務方で処
理をし、議会には報告がある。条例改正の場合は
議会で審議して結論を出す。

Q  三島の通学方法（早朝補習・クラブ活動）の境遇を
改善して欲しい。

A  （総務文教常任委員長）気持は十分わかる。教育
委員会と協議をする。

Q  国民宿舎の現状は。
A  （産業建設常任委員長）本年９月末完成予定で、
11月１日オープンの予定。

Q  鯨伏中学校の跡地利用はどのようになっているのか。
A  （総務文教常任委員長）グラウンドについては、
地域で活用の要望が出されている。

Q  特別養護老人ホーム建設問題はどのようになってい
るのか。

A  （厚生常任委員長）基本的に湯の本地区での建設
となっている。必ず立派なものができます。

Q  独居老人が多くなり孤独死が増える傾向にあるが、
市としての対応は。

A  （厚生常任委員長）私は地域ぐるみでの対応が大
事だと思う。民生委員の対応も限界にきており、ケ
ーブルテレビでの対応も考えられるのではないか
と思う。

Q  市民病院の持ち金2.4億円が減った訳は。
A  （厚生常任委員長）医師が減ったことと、精神科
病棟を無くしたこと。

Q  医師が15名から9名に減った訳は。
A  （厚生常任委員長）全国的に見て医師不足。これ
は国の医療制度改革によるもの。

Q  中学校スクールバス利用は、平等性に欠けるのでは
ないか。

A  （総務文教常任委員長）今後、新たに検討部会を
立ち上げる必要があると思っている。

Q  小学校の統廃合に対しての考えは。
A  （総務文教常任委員長）地域の文化の拠点でもあ
り慎重に協議をしたいというのが市長の考え。

Q  廃校の跡地利用、廃校は1年前から分かっていたこと。
A  （総務文教常任委員長）検討部会を立ち上げるよ
うに進言する。

Q  観光地にふさわしいと思って地域で管理している所
にトイレの新設をお願いしたが、観光地ではないと
いう理由で断られた。

A  （産業建設常任委員長）トイレの管理費に多額の
予算を必要としている。新設希望の場所をよく
調査して担当課と協議する。

7/13  壱岐文化ホール

高校生も意見を述べてくれました

▶会場アンケートで寄せられた「声」
•この報告会は壱岐のことについて知るとても良い機会でした。
•本庁舎の建設を、市当局と一体となって早期に実現してほしい。
•議員は公民館長ではない。質問や要望ばかりでなく勉強して提案して頂きたい。
•市民の考えもいろいろ幅広くあるものです。よりよい判断にたたれてください。
•行政へのチェック機能が甘いのではないか。
• 今回のような報告会を開き、議員がどんどん市民の中に入って、市民の声を聞いて市政に取り入れて欲
しい。
• 市民の声を聞こうという意識に議員個人に差がある。普段から地域とのふれあいをもっと深く持ってほ
しい。
• 一般市民のリアルな意見、そして疑問等が聞けて、とても胸に響きました。壱岐を想う方々の熱い訴えに
共感を持てました。
•質問時間が約１時間では短い。もっと長時間の報告会を希望します。
•市民の代表としての自覚をますます高め頑張ってほしい。

※報告会内容は、紙面の都合上、抜粋して掲載しています。
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５月会議で決めたこと
•全会一致（全員が同じ意見）の議案 （議案と審議結果一覧表）

番号 議　　　　案　　　　内　　　　容 付託委員会 本会議採決結果

議案１ 市税条例の一部改正の専決処分報告の承認 なし ５月１日 承認

議案２ 市国民健康保険税条例の一部改正 なし ５月１日 可決

議案３ 収入印紙及び長崎県収入証紙等購買基金条例の一部改正 なし ５月１日 可決

議案４ 市病院事業の設置等に関する条例の一部改正 なし ５月１日 可決

議案５ 24年度一般会計補正予算（第１号） なし ５月１日 可決

議案７ 副市長の選任 なし ５月15日 同意

議案８ 教育委員会委員の任命(２名) なし ５月15日 同意

議案９ 監査委員の選任 なし ５月15日 同意

議案10 選挙管理委員会委員及び補充員の選挙 なし ５月15日 議長推薦

議員発議1 市議会基本条例の一部改正 なし ５月１日 可決

•賛否（賛成、反対）のあった議案 （議案と審議結果一覧表）

議案６ 副市長定数条例の一部改正 なし ５月１日 可決

５
月
会
議

採決状況（全員一致以外のもの） ○・・・賛成　　×・・・反対

議案名番号

久
保
田
恒
憲

呼
子　
　

好

音
嶋　

正
吾

町
田　

光
浩

小
金
丸
益
明

深
見　

義
輝

町
田　

正
一

今
西　

菊
乃

市
山　

和
幸

田
原　

輝
男

豊
坂　

敏
文

中
村
出
征
雄

鵜
瀬　

和
博

榊
原　
　

伸

久
間　
　

進

大
久
保
洪
昭

瀬
戸
口
和
幸

牧
永　
　

護

中
田　

恭
一

賛　

成

反　

対

結　

果

議案６
副市長定数条例
の一部改正

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 16 2 可決

市山　繁議員は議長のため採決には加わりません。

条　例
◇ 病院事業の設置等に関する条例の一部改正
　かたばる病院の診療科目に「皮膚科」を加えた。

◇副市長定数条例の一部改正
　複雑多様化する行政ニーズに迅速な対
応を図るため定数を２人以内とする。

反対討論… 人口３万人を割り市財政も非
常に厳しい折、現在のまま能
力のある副市長を任命し職員
の適材適所の配置をすれば良
いと考え反対する。

賛成討論… 行政組織としての統治機能が
欠如しており、副市長を2人
とし指揮命令系統をスリム化
するためにも賛成する。

ちょっと一言

かたばる病院 診察待合所
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５
月
会
議

予　算

人　事

◇ 国民健康保険税条例の一部改正
　国保の医療給付費（医療費の自己負担を除いた
額や高額医療費など）は、国や県からの補助金･負
担金と加入者の皆さんが納める国保税でまかな
われている。
　高齢化等により医療給付費が増加する中、長引
く景気低迷で保険税収は伸びず、国保の財政状況

は非常に厳しい状況。国民健康保険事業を維持す
るため、やむをえず平成24年度において税率を
改正することとなった。
　私たちに出来ることは、保健予防の観点からも、
地域ぐるみの健康づくり事業に参加し、特定健診
の受診と重症化を防止することです。
　市民皆様のご協力をお願いします。

◇Ｈ24年度一般会計補正予算（第１号）
　3億84万4千円を追加し、総額194億1,084万4千円とする。
　①小学校校舎耐震補強等改修事業　
　　1億2,716万2千円（那賀小学校、瀬戸小学校）

◇副市長の選任（任期４年）
　•勝本町　中原　康壽 氏

◇教育委員会委員の任命（任期４年）
　•芦辺町　長嶋　耕一 氏
　•石田町　松嶋賀代子 氏

◇監査委員の選任（任期４年）
　•石田町　喜多　𠀋美 氏

◇ 選挙管理委員会委員及び補充員の選
挙（任期４年）

　議長指名により当選人を決定
　　委　員　•郷ノ浦町　富谷　太一 氏 
　　　　　　•石田町　　松本　充宣 氏
　　　　　　•勝本町　　長山　清信 氏（新）
　　　　　　•芦辺町　　西　　雪晴 氏（新）
　　補充員　①石田町　　山本　洋子 氏（新）
　　　　　　②郷ノ浦町　山内　幸雄 氏（新）
　　　　　　③芦辺町　　占部　利夫 氏（新）
　　　　　　④勝本町　　品川　哲範 氏（新）

　②中学校校舎耐震補強等改修事業　
　　1億7,062万2千円（郷ノ浦中学校、石田中学校）

Q  耐震診断のIs値（耐震指標）の結果で耐震補強事業計画をしたとの事で
あるが、Is値が低く危険性のある校舎が最終のＨ27年度となっている
等、納得できる年次計画ではない。

A  平成25年度以降の計画については市長部局と教育委員会で再度検討す
る。 

（その後、再検討した結果が議会に報告された。）

ちょっと一言

 石田中学校瀬戸小学校

選挙管理委員会委員の当選証書付与式
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６
月
会
議

６月会議で決めたこと
•全会一致（全員が同じ意見）の議案 （議案と審議結果一覧表）

番号 議　　　　案　　　　内　　　　容 付託委員会 本会議採決結果

議案１ 23年度一般会計補正予算（第10号）の専決処分の報告 なし ６月11日 報告済

議案２ 23年度簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）の専決処
分の報告 なし ６月11日 報告済

議案３ 23年度下水道事業特別会計補正予算（第４号）の専決処分
の報告 なし ６月11日 報告済

議案４ 23年度一般会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告 なし ６月11日 報告済

議案５ 23年度下水道事業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書
の報告 なし ６月11日 報告済

議案６ 23年度水道事業会計予算の繰越計算書の報告 なし ６月11日 報告済

議案７ 壱岐市暴力団排除条例の制定 総務文教 ６月20日 可決

議案８ 市附属機関設置条例の一部改正 総務文教 ６月20日 可決

議案９ 住民基本台帳法等の一部改正に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定 厚生 ６月20日 可決

議案10 市道路線の認定について 産業建設 ６月20日 可決

議案11 24年度一般会計補正予算（第２号） 予算特別 ６月20日 可決

議案12 24年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 ６月20日 可決

議案14 市固定資産評価員の選任 なし ６月20日 同意

議案15 市副市長の選任 なし ６月20日 同意

議案16 人権擁護委員候補者の推薦（２名） なし ６月20日 了承

陳情１ 市排水設備設置補助金交付規則の制度を改善を求める陳情 産業建設 ６月20日 不採択

陳情２ 拉致問題の早期解決を求める意見書採択の陳情 総務文教 ６月20日 採択

議員発議１ 拉致問題の早期解決を求める意見書の提出 ー ６月20日 可決

•賛否（賛成、反対）のあった議案はありません。

　

平
成
14
年
、
北
朝
鮮
は
拉
致
を
認
め
て
５
人
の

被
害
者
を
返
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
、
５
人
の

被
害
者
の
家
族
の
帰
還
以
外
全
く
進
展
は
な
い
。

北
朝
鮮
の
地
で
わ
が
国
か
ら
の
救
い
の
手
を
待
っ

て
い
る
被
害
者
ら
の
苦
し
み
と
日
本
の
地
で
帰
り

を
待
つ
家
族
の
苦
痛
は
筆
舌
に
尽
し
難
く
、
更
に

10
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。

　

政
府
は
現
在
、
17
人
を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被

害
者
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、
い

わ
ゆ
る
特
定
失
踪
者
を
ふ
く
む
多
く
の
未
認
定
被

害
者
が
確
実
に
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
政
府
も

認
め
て
い
る
事
実
だ
。（
一
部
分
掲
載
省
略
）

　

平
成
18
年
以
降
、
政
府
は
首
相
を
本
部
長
と
す

る
対
策
本
部
を
作
り
担
当
大
臣
を
任
命
し
て
被
害

者
救
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
未
だ
具
体
的
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　

拉
致
問
題
は
わ
が
国
に
対
す
る
重
大
な
主
権
侵

害
で
あ
り
、
か
つ
許
し
難
い
人
権
侵
害
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
政
府
は
、
今
年
を
勝
負

の
年
と
し
て
、
全
精
力
を
傾
け
て
全
て
の
拉
致
被

害
者
を
早
急
に
救
出
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意

見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
24
年
６
月
20
日

　

長
崎
県
壱
岐
市
議
会　

　
「
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る

長
崎
の
会
」提
出
の
陳
情
を
採
択
し
、
意
見
書
を
内

閣
総
理
大
臣　

外
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

私
た
ち
の
願
い
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６
月
会
議

条　例
◇暴力団排除条例の制定（6月20日公布）
　社会から暴力団を排除する機運の高まりに鑑
み、暴力団の排除に向け、市・市民・事業者が一
体となった取組を推進するもの。
• 市は、暴力団排除に資する情報を得たときは市
民等の安全確保のため、警察署ほか関係団体と
の速やかな連携をとる事。
• 市民と事業者は、暴力団との関係を持つことが
ないよう努める。
• 市の施設等における暴力団の活動には使用の
許可承認をしない。

◇住民基本台帳法等の一部改正
　 (７月９日施行)
　外国人登録法の廃止等により、印鑑条例、手数
料条例、行政組織条例の整理を行うもの。

◇市道路線の認定
　郷ノ浦町片原触に新路線「梅坂６号線」を市道
に認定する。

◇付属機関設置条例の一部改正
 (７月１日施行)
　地域移行型ホーム入所判定委員会を地域移行型
ホーム地域移行推進協議会に名称変更し、地域移
行型ホーム(ひまわりの家)の利用者の入退所の決
定や地域移行に関する推進を行う。

予　算
◇一般会計補正予算
　9億1,540万1千円を追加し、総額203億2,624万5千円とする。

「ひまわりの家」利用者の食事の様子

　 大規模改修の始まった勝本町東触公民館

❶  コミュニティ助成事業 650万円
　集会施設の改修や公民館お祭り用備品、自主
防災組織備品代
　•勝本町東触公民館大規模改修　
　•芦辺町深江鶴亀触公民館お祭り用備品
　• 郷ノ浦町長峰本村触公民館の自主防災組織
備品

❷  石田町総合福祉センターボランティア
棟解体工事 413万1千円

　老朽化により倒壊の恐れがあるため解体する。

❸  認可外保育施設運営支援事業
 874万8千円

　認可外保育所の運営費の一部を補助し、待機児
童解消を図る体制整備を行うため、認可保育所の
設置基準を満たし認可保育所化を目指すもの。

『どえーな補正予算のあると？』 ミルちゃん
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❺  青年就農給付金事業（国補助事業）
 2,100万円
　新規就農者の就農意欲の喚起と就農直後５年
以内の所得を確保するための給付金。

❻  構造改善加速化支援事業
 4,655万5千円
　農協リースハウス、小菊下枝取り機、管理機、
生産組合の農業機械、農業法人の加工所・加工機
械等の導入に対し重点的に支援するための補助
金。

❼  耕作放棄地解消緊急整備事業
 1,500万円 (八幡地区0.8ha)
　耕作放棄地解消のため、農地や水利施設等の簡
易な整備を行い担い手に農地利用を促進する。

10  漁業施設整備事業 1億6,632万円

　郷ノ浦町漁協製氷施設　(１日20ｔ製氷能力施設、
40ｔ貯蔵施設) 整備補助金。

11  ストックマネジメント事業 (市営漁港機
能保全工事)　 5,024万4千円

　漁港整備後の既存施設の計画的な維持管理と補
修のため、調査・維持管理計画策定を経て補修工事
を行う。

12  水産環境整備事業　 6,006万3千円
　箱崎地区、勝本地区の藻場造成に係る測量調査設
計委託及び工事費。

６
月
会
議

❹  放課後子ども環境整備 359万8千円
　学童保育（はなまる教室・なかよしクラブ・あ
そぼうね・箱崎GOGOクラブ）の環境整備のた
め、１クラブ100万円限度の１回限りの補助事業。

箱崎ＧＯＧＯクラブ（学童保育）で宿題中

液肥をタンクで配達します

湯の本漁港の老朽化した浮桟橋

❽  勝本自給肥料供給センター生ごみ前処
理施設建設 1億3,400万円

　循環型社会の構築、焼却ごみの減量、液肥増産
のため、日量４ｔの生ごみを他の原料と混ぜ合わ
せ液肥として成熟させる施設の建設。

❾  地域肉用牛活性化プロジェクト推進事
業 660万円

　畜産施設の再利用に係る増改築等、経営規模拡
大の初期投資を軽減するなど、経営基盤の強化と
産地の維持拡大を図るための補助金。
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16  道路改良事業（市単独） 4,275万円
　• 改良、舗装（崎辺線、保佐川線、前目線、上町
元居線、水ノ元加賀城線、竹内線、赤土田線）

　•局部改良（中谷線、とうねだ線）

22  史跡等保存整備事業 712万2千円
　勝本城跡石垣修復の測量設計業務委託費や、原の
辻遺跡復元建物屋根の修復工事費。

23  小学校校舎等改修工事費 1,650万円
　初山小学校校舎の屋上から雨漏りがしている
ため改修が急がれる。

21  消防施設整備事業 1,685万円
　郷ノ浦地区第２分団２部(渡良浦)格納庫建設
工事費。

17  河川整備事業（市単独） 1,500万円
　• 普通河川　桜川改修工事（L=80m）
　• 馬立海岸埋立整備工事排水路整備（L=200m）

18  河川整備事業（補助） 750万円
　準用河川 町谷川整備工事費増額（L=110m）

19  消防本部庁舎建設事業 2,545万4千円
　平成25年度新庁舎建設に向けた、建設地の地質
検査、測量調査、実施設計業務委託。

20  消防救急無線デジタル化整備事業
 1,123万5千円
　電波法の改正により現在のアナログ式消防救急
無線は、使用期限が平成28年度となっているため
本年度に実施設計を行うための業務委託費。

13  古事記編纂1300年・壱岐神楽国重要無
形民俗文化財指定25周年記念イベント補
助金 127万6千円

14  市道維持補修事業 2,000万円
　幹線道路、生活道路の維持補修費として安全
で人にやさしい道路とする整備。

15  道路改良事業（起債） 4,180万円
　•小場１号線 （L=50m W=4.5m）
　•白水線道路排水整備（L=110m）　

６
月
会
議

ちょっとブレイ
ク

壱岐の夏らしく、大勢の観光客が
ご来島されています。

美しい海とともに 
　　　暑さ忘れる“おもてなし”

海青く  山滴
したた

りて  島笑う

石田町大浜（7/20）

本年度の「町谷川」河川改修工事箇所

人　事
◇固定資産評価員の選任
　•勝本町　中原　康壽 氏

◇副市長の選任（任期４年）
　•長崎県庁より　山下　三郎 氏

◇人権擁護委員候補者の推薦
　　（平成24年10月1日～任期3年）
　•郷ノ浦町　久田　清文 氏（再）
　•芦辺町　　松永　敏之 氏
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一一  

般般  

質質  

問問
小
金
丸
益
明 

議
員

Q 

老
人
福
祉
施
設

　

施
設
入
所
希
望
者
が
増
加

傾
向
に
あ
り
慢
性
的
な
待
機

者
の
解
消
が
急
務
で
あ
る
。

①
民
間
に
よ
る
認
知
症
対
応

型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
60
床

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
建

設
予
定
地
と
完
成
時
期
等
、

業
者
選
定
に
お
け
る
一
般
公

募
に
関
す
る
諸
条
件
は
。

②
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
100
床
の
現
施
設
建
替
え
に

つ
い
て
、
著
し
く
老
朽
化
し

た
施
設
の
環
境
は
劣
悪
で
あ

る
。
一
旦
は
白
紙
撤
回
し
た

当
初
の
建
設
場
所
に
、
液
状

化
対
策
と
避
難
道
路
を
確
保

す
れ
ば
再
考
の
余
地
は
あ
る
。

ま
た
、
既
存
施
設
の
経
営
形

態
な
ど
今
後
の
対
応
は
い
か

に
。

A 

極
力
早
く

 

市
長

①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
予
定

地
の
指
定
は
な
く
、
24
年
度

完
成
と
い
う
こ
と
で
募
集
し

て
い
る
。
条
件
は
、
介
護
保

険
法
等
の
指
定
基
準
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
と
、
社
会
福

祉
法
と
消
防
法
を
遵
守
で
き

る
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

　

特
養
ホ
ー
ム
は
30
床
以
上

の
場
合
は
県
の
認
可
と
な
る

た
め
、
市
は
公
募
と
事
業
者

選
定
ま
で
。

　

両
施
設
共
に
壱
岐
市
介
護

施
設
等
事
業
者
選
定
委
員
会

で
選
定
す
る
。

②
東
日
本
大
震
災
の
た
め
に

一
時
凍
結
し
て
い
た

が
、
当
初
の
計
画
地

も
視
野
に
入
れ
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い

く
。

　

経
営
形
態
は
指
定

管
理
で
の
公
設
民
営
。

Q 

介
護
者
の
不

安
解
消

　

在
宅
介
護
が
増
加

傾
向
に
あ
る
中
、
障

が
い
者
・
障
が
い
児

を
日
常
的
に
自
宅
で
介
護
・

介
助
す
る
家
族
の
精
神
的
な

苦
悩
は
計
り
知
れ
な
い
。
老

人
福
祉
施
設
の
新
設
、
改
修

等
を
計
画
し
て
い
る
こ
の
機

会
に
、
障
が
い
者
・
障
が
い

児
の
短
期
入
所
施
設
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
が
で
き
る
施
設

を
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

A 

短
期
入
所
施
設
を

新
設

 

市
長

　

市
立
特
養
ホ
ー
ム
の
建
て

替
え
に
伴
い
、
20
床
の
短
期

入
所
施
設
を
建
設
す
る
計
画

で
あ
り
、
そ
の
中
で
臨
機
応

変
に
受
け
入
れ
る
。

特別養護老人ホームの昼食を待つお年寄り

郷ノ浦祇園山笠　唄子　「僕たちが町を守るんだ!!」
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田
原　

輝
男 

議
員

Q 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
改
修

　

勝
本
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
多
く
の
子

ど
も
達
が
利
用
し
て
い
る
。

２
年
後
の
国
体
へ
向
け
て
利

用
も
多
く
な
る
が
、
球
場
に

は
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
無
く
、

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
か
ら
は
錆
が

落
ち
る
状
況
で
あ
り
、
施
設

内
の
ト
イ
レ
も
旧
式
で
あ
る
。

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
草

木
だ
ら
け
で
駐
車
場
に
し
て

は
ど
う
か
。

A 

単
独
予
算
で
は
厳
し
い

 

市
長

　

ネ
ッ
ト
及
び
フ
レ
ー
ム
の

張
り
替
え
等
の
対
策
を
講
じ

て
い
く
。
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
や

ト
イ
レ
は
補
助
事
業
等
の
メ

ニ
ュ
ー
を
調
査
研
究
す
る
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
極
力
経

費
を
か
け
ず
、
要
望
の
多
い

施
設
へ
と
改
善
し
た
い
。

Q 

学
校
の
危
険
個
所

 

今
年
度
か
ら
各
学
校
の
耐

震
工
事
が
行
わ
れ
る
が
、
他

の
危
険
個
所
に
つ
い
て
の
改

修
工
事
は
ど
う

す
る
か
。
志
原

小
学
校
の
手
す

り
の
件
な
ど
、

調
査
把
握
し
て

い
る
か
。

A 
鋭
意
取
り

組
む

 

教
育
長

　

状
況
は
把
握

し
て
い
る
。
校

長
と
も
協
議
し
、

優
先
順
位
を
つ

け
て
い
く
。

Q 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
見
直
し

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ル
ー
ト

に
つ
い
て
、
郷
ノ
浦
中
学
校

で
は
生
徒
会
が
立
ち
上
が
り

意
見
書
を
学
校
に
提
出
し
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
柳
田
・

志
原
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
、

三
島
の
ス
ク
ー
ル
ボ
ー
ト
は

渡
良
浦
に
着
岸
し
て
等
で
あ

る
が
、
他
の
３
校
に
つ
い
て

も
不
平
等
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
な
っ
て
い
る
。

　

各
学
校
及
び
校
長
会
か
ら

も
改
善
の
要
望
書
が
市
教
育

委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
ル
ー
ト
見
直
し

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A 

時
期
が
来
た
ら

 

教
育
長

　

検
討
委
員
会
で
１
年
半
を

か
け
て
協
議
さ
れ
た
判
断
を
、

実
際
に
何
度
も
検
証
し
た
結

果
が
現
在
の
ル
ー
ト
。

　

統
廃
合
時
に
１
年
生
だ
っ

た
子
ど
も
達
が
卒
業
す
る
今

年
度
ま
で
は
現
状
で
お
願
い

し
、
今
年
度
中
に
は
、
関
係

者
等
で
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
よ
り
よ
い
ル
ー
ト
作

り
に
取
り
組
む
。

一 般 質 問

中
田　

恭
一 

議
員

Q 

複
式
学
級
解
消
を

①
市
内
８
小
学
校
で
19
ク
ラ

ス
の
複
式
学
級（
少
数
に
よ

り
二
つ
の
学
年
以
上
の
児

童
・
生
徒
を
一
つ
に
編
成
し

た
学
級
）が
あ
る
。

　

県
か
ら
４
名
の
加
配（
教

員
定
数
に
上
乗
せ
し
て
通
常

よ
り
教
員
を
多
く
配
置
す
る

こ
と
）
を
受
け
て
い
る
が
、

格
差
を
解
消
す
る
た
め
に
も

残
り
の
学
級
に
つ
い
て
は
市

単
独
の
加
配
教
員
の
配
置
を

考
慮
す
べ
き
。

②
小
学
校
の
ト
イ
レ
を
洋
式

化
で
き
な
い
か
。
特
に
低
学

年
に
つ
い
て
は
早
急
に
。

A 
地
域
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
慎
重
に
検
討
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

①
県
教
育
委
員
会
は
平
成
20

年
に
、
適
正
規
模
に
よ
る
望

ま
し
い
学
校
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
示
し
た
。
こ
れ
に
基
づ

く
１
学
校

で
６
学
級

を
維
持
で

き
る
学
校

の
設
置
が

複
式
を
解

消
す
る
と

い
う
こ
と

で
、
地
域

や
保
護
者

の
理
解
を

得
ら
れ
る

よ
う
で
あ

れ
ば
、
本

年
度
か
ら

早
期
に
取
り
組
み
た
い
。

②
で
き
る
だ
け
要
望
に
応
え

て
い
き
た
い
。

Q 

特
養
ホ
ー
ム
早
期
建
設

　

当
初
計
画
の
建
設
場
所
及

び
設
計
等
を
活
用
し
て
、
液

状
化
対
策
を
施
し
て
早
急
に

建
設
す
る
こ
と
を
望
む
。

A 

場
所
は
年
内
に
決
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

当
初
の
場
所
も
検
討
の
余

地
が
あ
る
。
液
状
化
対
策
の

費
用
も
大
き
な
要
素
と
な
っ

て
来
る
の
で
、
検
証
す
る
。

Q 
市
道
の
拡
幅

　

市
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
等
、

新
施
設
の
建
設
に
よ
り
志
原

地
区
の
市
道
・
南
本
線
の
交

通
量
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。

部
分
的
に
も
拡
張
工
事
で
良

い
か
ら
改
修
を
。

A 

局
部
的
に
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

全
体
の
拡
幅
工
事
は
困
難

だ
が
、
側
溝
を
蓋
付
き
に
す

る
等
の
局
部
的
な
改
良
は
財

政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
取

り
組
む
。

郷ノ浦町志原地区の南本線　双六交差点

使用できないテニスコート
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一 般 質 問

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 

第
69
回
国
民
体
育

大
会

　

平
成
26
年
開
催
の「
長
崎

が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」に
お

い
て
、
壱
岐
市
で
成
年
女
子

ソ
フ
ト
と
自
転
車
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
の
会
場
に
選
定
さ
れ
、

平
成
25
年
に
は
プ
レ
大
会
が

開
催
さ
れ
る
。

　

大
会
会
場
や
自
転
車
競
技

（
ロ
ー
ド
）
コ
ー
ス
上
は
勿

論
、
市
内
各
寄
港
地
・
観
光

地
・
道
路
等
の
環
境
美
化
を

図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
壱
岐
市
ま
ち
づ
く
り
市

民
力
事
業
」を
有
効
利
用
し

た
市
民
力
の
総
参
加
策
を
。

A 

チ
ャ
ン
ス
到
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

壱
岐
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

ま
た
と
な
い
機
会
。
市
民
あ

げ
て
の
大
会
に
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
も
、
自
転
車
ロ
ー

ド
に
お
け
る
消
防
団
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
に
お
け
る
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
の
ご
協
力
に
加

え
て
、
地
域
の
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
運
動
や
花
い
っ
ぱ
い
運

動
な
ど
、
多
く
の
市
民
参
加

を
促
す
た
め
に
、
各
種
団
体

と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Q 
人
口
増
加
対
策

　

昨
年
、
九
州
経
済
調
査
会

の
調
べ
に
よ
る
と
、
２
０
３

５
年
の
壱
岐
の
人
口
は
１
万

６
千
人
と

推
定
さ
れ

て
い
る
。

　

若
者
層

の
流
出
は

歯
止
め
が

き
か
な
い
。

就
労
の
場

確
保
の
た

め
、
特
区

を
活
用
し
、

農
漁
業
の

振
興
を
図

る
べ
き
。

A 

一
次
産
業
の
振
興
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

人
口
の
減
少
を
止
め
る
た

め
に
は
、
働
く
場
の
確
保
が

全
て
で
あ
る
。
農
業
の
販
売

額
の
65
％
が
畜
産
で
あ
る
。

　

今
で
は
施
設
園
芸
が
盛
ん

に
な
っ
て
、
着
実
に
伸
び
て

き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
や
漁
業
の
事

を
考
え
て
、
関
係
機
関
、
大

学
等
と
1.5
次
産
業
や
特
区
も

視
野
に
入
れ
て
研
究
し
て
い

く
。
そ
し
て
働
く
場
の
確
保

に
つ
な
げ
た
い
。

榊
原　
　

伸 

議
員

Q 

成
果
あ
る
事
業
を 

　

今
ま
で
磯
焼
け
対
策
と
称

し
て
国
県
か
ら
言
わ
れ
る
ま

ま
に
、
名
を
変
え
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
だ
け
に
思
え

て
な
ら
な
い
。
ま
た
今
回
の

補
正
予
算
で
も
藻
場
造
成
に

６
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
成
果
が
上
が
ら
ね
ば

海
に
捨
て
る
事
と
な
る
。
今

大
事
な
事
業
は
、
磯
焼
け
の

原
因
を
追
究
す
る
た
め
専
門

家
に
よ
る
海
中
環
境
の
調
査

で
は
な
い
か
。

A 
意
見
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

現
在
、
県
の
方
で
壱
岐
島

全
域
の
磯
焼
け
に
つ
い
て
、

各
漁
協
、
漁
民
へ
の
聞
き
取

り
、
あ
る
い
は
一
部
箱
メ
ガ

ネ
に
よ
る
調
査
等
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
専
門
家

の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

Q 

急
が
れ
る
法
人
化

　

市
観
光
協
会
の
重
点
目
標

と
し
て
、
体
験
型
観
光
受
入

協
議
会
と
組
織
の
一
本
化
と

法
人
化
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

市
も
同
じ
様
な
方
向
で
あ
る

と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

市
も
協
力
し
て
早
急
に
実

現
す
べ
き
で
あ
る
が
、
市
と

協
会
と
の
立
場
を
考
え
る
と
、

十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
だ
。
市
長
は
協
議

の
場
に
同
席
し
て
い
る
の
か
、

協
会
長
と

の
ト
ッ
プ

会
談
は
実

施
さ
れ
て

い
る
の
か
。

A 

組
織
の
一
本
化

 

市
長

　

観
光
協
会
の
運
営
費
の
ほ

と
ん
ど
が
、
市
の
補
助
金
で

賄
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う

な
組
織
で
あ
る
体
験
型
観
光

受
入
協
議
会
と
の
組
織
一
本

化
を
急
ぎ
、
協
会
独
自
の
収

益
事
業
を
視
野
に
入
れ
て
、

早
期
に
法
人
化
を
進
め
る
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。

　

観
光
協
会
と
の
協
議
は
少

な
く
、
ト
ッ
プ
会
談
も
し
て

い
な
い
。
今
後
は
も
っ
と
協

議
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

磯焼け（藻がなく砂漠化した海底）

みんなで国体を盛り上げよう！
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久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

国
体
誘
致
の
経
緯

　

国
体
で
、
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成

年
女
子
を
壱
岐
に
誘
致
し
た

経
緯
と
、
大
会
成
功
に
向
け

て
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

A 

壱
岐
ア
ピ
ー
ル
の

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

の
実
績
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専

用
球
場
を
有
し
て
い
る
の
で

誘
致
し
た
。
関
係
団
体
と
協

力
し
成
功
す
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。

Q 

玄
海
原
発
再
稼
働

反
対
の
根
拠

　

市
長
は
玄
海
原
発
再
稼
働

反
対
を
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、

玄
海
町
長
や
地
域
住
民
が
再

稼
働
を
認
め
た
場
合
で
も
反

対
す
る
の
か
。
ま
た
そ
の
根

拠
は
。

A 

市
民
の
安
全
が
第
一

 

市
長

　

原
発
が
24
㎞
先
に
存
在
す

る
以
上
、
万
一

の
事
故
を
考

え
る
と
反
対

す
る
の
が
壱

岐
市
長
の
使

命
で
あ
る
。

Q  
エ
ネ
ル
ギ 

 

ー
対
策

　

対
馬
で
は

海
洋
温
度
差

発
電
、
五
島
で

は
洋
上
風
力

発
電
な
ど
の

実
験
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
壱
岐
の
将
来
に
向
け

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
質

す
。A 

ソ
ー
ラ
ー
を
民
間
で

 

市
長

　

事
業
費
用
を
考
え
る
と
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
も
出
来

な
い
の
で
、
個
人
住
宅
の
ソ

ー
ラ
ー
設
備
の
補
助
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

Q 

市
の
復
興
支
援
は

　

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

民
間
で
の
復
興
支
援
は
継
続

さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て

の
復
興
支
援
が
市
民
に
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
具
体
的
取
組

は
。A 

今
ま
で
15
名
の
派
遣

を
し
て
い
る

 

市
長

　

現
在
は
、
１
年
間
の
予
定

で
福
島
へ
災
害
復
旧
支
援
で

建
設
課
職
員
１
名
を
派
遣
中
。

人
的
支
援
は
多
く
の
職
員
に

経
験
さ
せ
た
い
が
、
日
常
業

務
の
調
整
で
出
来
な
い
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
も

出
来
る
限
り
の
被
災
地
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

市
山　

和
幸 

議
員

Q 

離
振
法
改
正
に
全
力
を

　

５
月
に
就
任
さ
れ
た
、
全

国
離
島
振
興
協
議
会
会
長
と

し
て
の
立
場
を
有
効
に
活
用

さ
れ
、
人
流
・
物
流
の
コ
ス

ト
引
き
下
げ
を
国
策
と
し
て

実
現
す
べ
き
。

　

ま
た
同
協
議
会
の
壱
岐
市

開
催
の
予
定
は
。

A 

航
路
運
賃
の
低
廉
化

に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

公
約
の
第
１
番
目
で
あ
り

全
国
の
離
島
を
代
表
す
る
会

長
と
し
て
も
運
賃
の
値
下
げ

実
行
に
向
け
努
力
す
る
。

　

県
下
離
島
の
総
決
起
大
会

を
来
年
２
月
、
全
国
離
島
振

興
協
議
会
は
５
月
末
壱
岐
で

開
催
す
る
。

Q 

行
財
政
改
革　
　
　

　

庁
舎
を

集
約
し
て

職
員
を
削

減
し
、
人

件
費
を
減

ら
す
べ
き
。

優
良
職
員

表
彰
制
度

は
賛
成
で

あ
る
。
職

能
給
制
度

も
考
え
て

は
。

　

本
庁
舎

建
設
は
合

併
特
例
債

が
利
用
で
き
る
期
間
内
に
検

討
す
べ
き
。

A 

庁
舎
建
設
の
議
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

合
併
特
例
債
は
５
年
間
延

長
さ
れ
た
の
で
、
平
成
30
年

度
ま
で
使
え
る
。
そ
こ
で
、

調
査
や
建
設
に
つ
い
て
幅
広

い
層
か
ら
意
見
を
聞
く
会
議

を
立
ち
上
げ
た
い
。

Q 

観
光
振
興

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
本

に
壱
岐
市
観
光
振
興
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
島
内

対
象
者
の
回
収
率
は
20
数
％

で
受
入
側
の
真
剣
さ
が
無
く

意
識
改
革
が
必
要
。

A 

受
入
窓
口
の
一
本
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
を

上
げ
る
努
力
も
必
要
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
る
。
観
光

振
興
計
画
の
一
つ
一
つ
を
実

行
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

受
入
側
の
意
識
改
革
も
、

観
光
協
会
等
と
力
を
合
わ
せ

て
現
場
に
伝
わ
る
よ
う
努
力

を
す
る
。

郷ノ浦港の切符売り場

釜石市での農地瓦礫撤去（壱岐土地改良区の皆さん）
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一 般 質 問

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

自
治
公
民
館
の
加
入

促
進

①
自
治
公
民
館
へ
の
未
加
入

世
帯
が
増
加
し
て
い
る
が
、

行
政
か
ら
の
文
書
配
布
、
及

び
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使

用
状
況
は
。

　

ま
た
加
入
促
進
は
ど
の
様

に
行
っ
て
い
る
か
。
都
城
市

で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

で
も
行
っ
て
い
る
。

②
加
入
世
帯
数
が
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
・
高
齢
世
帯
増
加
で
限

界
集
落
と
な
っ
た
所
も
あ
る

が
、
自
治
会
と
公
民
館
を
区

別
し
、
自
治
会
を
広
域
的
再

編
し
た
ら
ど
う
か
。
今
後
の

施
策
は
。

A  
新
た
な
地
域
づ
く
り

 

市
長

①
公
民
館
へ
の
未
加
入
世
帯

は
全
世
帯
の
１
割
程
度
で
、

そ
の
内
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
利
用
者
は

241
世
帯
。
未

加
入
者
に
は

加
入
を
お
願

い
し
た
が
、

そ
の
他
色
々

の
機
を
と
ら

え
、
加
入
を

促
進
す
る
。

②
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り

の
た
め
、
新

た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
制
度
の
導
入
を
検
討

中
。
25
年
度
に
自
治
基
本
条

例
の
検
討
を
議
会
に
提
案
す

る
予
定
。
自
治
会
の
再
編
は

十
分
検
討
す
る
。

Q 

長
崎
国
体
に
向
け
て

①
ク
リ
ー
ン
で
温
か
な
島
づ

く
り
に「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
行
い
次
の
観
光
へ
と
繋
げ

る
取
り
組
み
を
。

②
開
催
会
場
・
関
連
施
設
・

管
理
の
で
き
る
観
光
地
に
ウ

ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
ト
イ
レ
の

設
置（
数
器
）
と
清
掃
の
徹

底
を
。

A  
環
境
美
化
に
努
め
る

 

教
育
長

①
国
体
に
向
け
た
花
い
っ
ぱ

い
運
動
、
ク
リ
ー
ン
な
島
づ

く
り
の
観
点
か
ら
２
千
800
ポ

ッ
ト
の
花
が
届
く
。
今
後
共

各
所
に
花
が
あ
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

②
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
公
衆

ト
イ
レ
へ
の
設
置
は
非
常
に

厳
し
く
困
難
と
思
う
。
国
体

の
開
会
式
ま
た
は
閉
会
式
等

の
主
要
な
会
場
に
つ
い
て
は

設
置
を
検
討
す
る
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

観
光
振
興
計
画

す
ぐ
着
手
を 

　

観
光
振
興
、
発
展
の
た
め

に
は
情
報
発
信
が
重
要
。
島

内
一
体
と
な
っ
て
振
興
を
。

①
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
※
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
自
ら
が

積
極
的
に
情
報
発
信
す
べ
き
。

②
観
光
ま
ち
づ
く
り
組
織
の

法
人
化
後
、
市
担
当
課
と
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
化
や
職
員
派

遣
等
の
考
え
は
。
今
後
、
市

長
、
教
育
長
等
に
よ
る
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
。

③
具
体
的
な
定
住
促
進
策
を
。

出
会
い
の
場
の
積
極
的
な
提

供
を
。

A 
観
光
窓
口
を
一
本
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
全
離
振
の
会
長
に
も
な
っ

た
事
で
あ
る
し
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
利

用
し
て
発
信
し
て
い
く
。

②
観
光
窓
口
の
一
本
化
を
図

り
、
同
時
に
法
人
化
も
指
導

し
て
い
く
。
た

だ
し
ワ
ン
フ
ロ

ア
ー
化
は
行
政

と
補
助
金
団
体

の
機
能
の
違
い

が
あ
り
考
え
て

な
い
。
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
は
、

市
長
が
出
向
く

事
が
非
常
に
効

果
が
あ
る
。

③「
ナ
イ
ン
テ

ィ
ナ
イ
ン
の
お

見
合
い
大
作

戦
」
の
収
録
が

７
月
に
行
わ
れ
る
。
結
婚
問

題
は
人
口
を
考
え
た
上
で
力

を
入
れ
て
い
く
。

Q 

ど
う
な
っ
た
遊
休

施
設
活
用
策
は

　

中
学
校
跡
地
利
活
用
計
画

報
告
書
は
平
成
23
年
12
月
一

般
質
問
時
と
な
ん
ら
進
展
が

な
い
。

①
今
後
の
活
用
に
向
け
、
予

算
化
な
ど
具
体
的
な
計
画
は
。

②
市
長
は
協
定
中
の
長
崎
大

学
と
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ゼ
ミ
と

し
て
活
用
を
図
り
た
い
と
答

弁
。
進
捗
状
況
は
。

③
休
止
中
の
サ
ン
ド
ー
ム
は
。

A 
副
市
長
ト
ッ
プ
で
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
廃
校
校
舎
は
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
。
予
算
措

置
を
含
め
検
討
す
る
。

②
県
町
村
会
を
窓
口
に
各
大

学
に
働
き
か
け
を
し
た
い
。

③
毎
年
３
千
万
円
の
経
費
が

必
要
。
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
。

「お見合い大作戦」のテレビ収録

国体開催に向け、島を花いっぱいに

※
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
は
140
文
字
以
内
の

文
を
投
稿
で
き
る
無
料
情
報
サ
ー

ビ
ス
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
は
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・
サ

ポ
ー
ト
す
る
実
名
登
録
制
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
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町
田　

正
一 

議
員

Q 

６
次
産
業
化
法
の
活
用

①
法
に
い
う
地
域
資
源
を
利

用
し
た
総
合
化
事
業
に
つ
い

て
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
自
主
的
な
施
策
の
策
定
と

実
施
す
る
責
務
を
課
さ
れ
て

い
る
が
、
方
向
性
と
計
画
策

定
の
時
期
。

②
総
合
化
事
業
で
い
う
農
業

改
良
資
金
融
通
法
、
沿
岸
漁

業
改
善
資
金
助
成
法
等
の
具

体
的
な
内
容
と
壱
岐
市
で
の

活
用
の
具
体
例
。

③
地
産
地
消
の
積
極
的
な
推

進
と
い
う
点
か
ら
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
地
場
産
品
の
調
達

率
と
問
題
点
。

④
福
岡
都
市
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
消
費
地
と
の
結
び

つ
き
の
方
策
。

⑤
漁
協
・
農
協
等
が
総
合
化

事
業
に
取
り
組
ん
だ
時
、
ど

の
よ
う
な
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
の
か
。

A 

積
極
的
に
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
計
画
作
成
は
現
在
検
討
中
。

農
業
、
漁
業
各
団
体
の
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
。

②
県
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。

市
内
で
は
、
23
年
度
が
９
件
、

22
年
度
が
11
件
あ
る
。

③
現
在
、
61
％
の
地
場
産
品

の
調
達
率
が
あ
る
。
今
後
65

％
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

④
壱
岐
市
農
協
が
レ
ガ
ネ
ッ

ト
天
神
店
、
及
び
イ
オ
ン
香

椎
浜
店
に
出
荷
。
安
心
安
全

と
い
う
事
で
大
変
高
い
評
価

を
受
け
供
給
が
足
り
な
い
状

況
。
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス

の
湾
岸
市
場
に
魚
介
類
・
農

産
物
を
置
く
方

向
で
活
用
を
し

て
い
る
。

⑤
総
合
化
事
業

の
認
定
作
業
が

難
し
い
。
県
市

独
自
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用

し
て
い
く
。

Q 

学
習
力
の

強
化
を

　

新
学
習
指
導

要
領
の
決
定
に

伴
い
、
学
習
力

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

壱
岐
市
は
、
成
績
が
県
内

３
位
に
入
る
よ
う
な
数
値
目

標
を
掲
げ
た
学
校
教
育
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
基
本
方
針
は
。

A 

生
き
る
力
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

教
え
ら
れ
て
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
達
が
自
ら
考

え
、
解
決
し
て
い
く
力
を
つ

け
る
時
間
と
し
て
授
業
の
中

で
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

　

学
力
は
国
語
で
は
県
内
平

均
を
少
し
上
回
り
、
算
数
・

数
学
で
は
下
回
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q 

緊
急
時
の
情
報
伝
達

　

武
力
攻
撃
、
自
然
災
害
、

原
子
力
災
害
等
発
生
時
の
市

民
へ
の
緊
急
情
報
の
伝
達
方

法
で
、
特
に
地
域
情
報
通
信

が
使
用
不
能
の
場
合
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
は
い
か
に
。

　

通
信
機
器
等
に
頼
る
だ
け

で
な
く
、
自
治
会
ま
た
は
地

域
防
災
組
織
の
利
用
を
考
え

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

伝
達
手
段
の
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

光
ケ
ー
ブ
ル
の
使
用
不
能

時
に
は
Ｆ
М
ラ
ジ
オ（
76.5
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）並
び
に
告
知
受

信
機
の
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
壱

岐
Ｆ
М
の
受
信
が
可
能
。
自

主
防
災
組
織
等
の
組
織
率
を

上
げ
て
緊
急
情
報
の
伝
達
の

拡
充
を
図
る
。

Q 

特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ

①
平
成
23
年
度
の
特
定
健
診

の
受
診
率
は
。

②
24
年
度
の
目
標
65
％
が
達

成
で
き
な
か
っ
た
時
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
の
具
体
的
な
説
明
を
。

③
受
診
さ
れ
た
人
の
統
計
値

（
要
精
密
検
査
・
要
治
療
者

の
人
数
等
）
を
示
し
、
受
診

率
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
き
で
は
。

A 
市
民
皆
様
の
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
23
年
度
の
受
診
率
は
49.2
％

②
目
標
65
％
が
未
達
成
の
場

合
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

加
算（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）
が
実

施
さ
れ
、
保
険
税
の
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
特
定
健
診
の
場
合
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
が
保
険
税
の
負
担
に

い
か
に
跳
ね
返
る
か
を
示
し
、

受
診
率

の
ア
ッ

プ
に
協

力
を
お

願
い
す

る
。

Q 

国
境
離
島
法
へ
の
考
え
方

　

本
法
案
の
狙
い
と
改
定
予

定
の
離
島
振
興
法
と
の
関
係

は
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
壱

岐
市
と
し
て
い
か
に
対
応
す

る
つ
も
り
か
。

A 

壱
岐
を
重
要
離
島
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

我
国
の
領
海
、
排
他
的
経

済
水
域
の
保
全
、
安
全
保
障

並
び
に
海
洋
資
源
の
確
保
及

び
利
用
を
図
る
上
で
、
特
に

重
要
で
あ
る
と
い
う
事
が
法

案
の
狙
い
と
な
り
、
離
振
法

で
カ
バ
ー
す
る
離
島
の
中
で

重
要
な
離
島
に
特
別
な
措
置

を
講
じ
る
事
と
な
る
た
め
、

壱
岐
も
重
要
離
島
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。FМラジオを組み込んだ受信機（FМ告知器）

勝本漁協が加工している商品



18壱岐市議会だより　2012年第34号

一 般 質 問

呼
子　
　

好 

議
員

Q 

白
川
市
政
２
期
目

の
決
意

①
副
市
長
２
人
目
の
人
選
、

就
任
の
時
期
は
。

②
産
業
振
興
、
農
水
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
６
次
産
業
化

で
雇
用
の
創
出
、
そ
の
具
体

策
は
。

③
県
病
院
企
業
団
加
入
の
進

捗
状
況
と
、
赤
字
解
消
、
収

支
計
画
書
作
成
、
企
業
団
加

入
は
市
長
の
政
治
生
命
か
け

て
の
取
組
。

A  
公
約
を
果
た
す

市
長

①
副
市
長
は
本
会
議
最
終
日

に
提
案
す
る
。

②
魚
場
の
生
産
力
向
上
と
創

意
工
夫
を
活
か
し
た
離
島
利

用
再
生
支
援
交
付
金
事
業
を

10
集
落
で
取
り
組
み
、高
付
加

価
値
商
品
の
加
工
販
売
、壱
岐

マ
リ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
。

③
県
と
５
市
１
町
の
同
意
を

得
る
た
め
に
知
事
、
各
市
長
、

議
長
へ
の
説
明
、
早
い
時
期

に
加
入
し
、
病
院
企
業
団
と

壱
岐
市
と
の
調
整
会
議
を
開

催
、
背
水
の
陣
で
頑
張
る
。

Q 
市
道
改
良

　

市
道
渡
良
西
〜
南
線
改
良

は
、
長
年
に
亘
り
要
望
し
て

い
る
。
平
成
24
年
度
計
画
に

上
が
ら
な
い
理
由
。

A  

全
面
改
良
は
無
理

 

市
長

　

危
険
個
所
よ
り
改
良
す
る
。

Q 

寄
贈
絵
画
の
紛
失

　

濱　

英
二
氏
寄
贈
の
絵
画

が
無
事
帰
っ
て
く
る
事
を
祈

る
。
説
明
責
任
と
、
学
校
の

報
告
、
引
き
継
ぎ
、
寄
贈
備

品
台
帳
の
整
備
な
ど
今
回
の

絵
画
紛
失
の
検
証
、
再
発
防

止
を
。

A  
発
見
に
努
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

警
察
署
に
被
害
届
を
出
し

捜
査
を
依
頼
。
寄
贈
備
品
台

帳
は
学
校
に
保
管
し
て
お
り
、

校
長
会
等
で
再
発
防
止
に
向

け
、
教
育
委
員
会
と
学
校
が

努
力
す
る
。

Q 

中
学
校
跡
地
利
活
用

①
耐
震
基
準
に
適
合
し
な
い

校
舎
は
解
体
、
更
地
と
し
売

却
、
貸
与
の
検
討
を
。

②
地
元
住
民
に
計
画
の
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
。

③
廃
校
中
学
校
の
年
間
維
持

管
理
費
は
。

A  
耐
震
化
の
判
断
基
準

 

市
長

①
存
続
か
解
体
撤
去
し
て
更

地
化
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

②
地
元
に
計
画
説
明
す
る
。

③
廃
校
中
学
校
６
校
の
年
間

維
持
管
理
費
は
542
万
円
必
要
。

大
久
保
洪
昭 

議
員

Q 

国
境
離
島
新
法 

①
国
境
と
は
国
家
主
権
の
及

ぶ
境
界
、
海
に
囲
ま
れ
た
我

が
国
は
ど
こ
ま
で
が
領
土
で
、

ど
こ
が
国
境
か
。

②
市
長
は
全
国
離
島
振
興
協

議
会
会
長
の
立
場
か
ら
、
ど

う
い
っ
た
離
島
を
国
境
離
島

と
し
て
想
定
し
て
い
る
か
。

③
壱
岐
が
国
境
離
島
で
あ
る

と
証
明
で
き
る
要
素
は
。

④
国
連
海
洋
法
条
約
で
、
世

界
各
国
は
領
海
幅
12
海
里
と

し
て
い
る
。
対
馬
海
峡
の
東

水
道
、
西
水
道
を
含
め
、
大

隅
、
津
軽
、
宗
谷
の
５
海
峡

を
政
府
は
３
海
里
と
し
た
。

こ
れ
は
核
艦
船
が
通
行
で
き

る
よ
う
に
し
た
為
で
あ
る
。

壱
岐
は
重
要
離
島
で
あ
る
事

を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑤
海
洋
政
策
上
の
重
要
な
調

査
依
頼
が
、
内
閣
官
房
総
合

海
洋
政
策
本
部
よ
り
壱
岐
市

に
届
い
て
い
た
と
思
う
が
、

調
査
協
力
し
た
か
。

 
 

A  
領
海
・
領
空
と
も
領
土

 

市
長

①
領
海
の
範
囲
が
外
側
12
海

里
、
約
22
㎞
の
線
が
領
海
。

②
日
本
海
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
だ
け
に
限
る
と
、
礼
文
島
、

利
尻
島
、
奥
尻
島
、
佐
渡
、

隠
岐
、対
馬
、五
島
、甑
列
島
、

枝
国
島
に
な
る
と
思
う
が
、

そ
の
外
見
的
な
国
境
と
い
う

事
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

③
過
去
の
歴
史
等
々
も
含
め

た
島
々
が
重
要
離
島
と
な
り
、

そ
う
い
っ
た
も
の
が
国
境
離

島
に
該
当
す
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

④
政
府
が
領
海
幅
３
海
里
と

し
た
５
つ
の
特
定
海
峡
な
ど

地
理
的
領
海
の
事
実
は
、
今

後
壱
岐
が
重
要
離
島
と
な
る

た
め
の
論
旨
と
な
る
。
今
後

こ
の
様
な
こ
と
を
強
く
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

 

教
育
長

⑤
教
育
委
員
会
に
調
査
依
頼

が
あ
っ
て
い
た
が
回
答
し
て

い
な
い
。
事
務
対
応
に
緩
み

が
あ
り
申
し
訳
な
い
。

 日本の領土図

被害届が出された絵画
（濱　英二氏作品）
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市民 声のの

クイズに挑戦しよ
うと思って初めて議会
だよりを全部読みました。
壱岐の事がたくさん解り
ました。 12歳 各学校へ専任の司書が

配置できるように予算がつい
たと伺いましたが、いつ頃配置の
予定でしょうか。他市では既に配置さ
れているようです。長崎県の現状を教
えていただけないでしょうか。 42歳
答▶県内の専任司書の配置は、2011
年の調査では小学校28校、中学校
16校で、離島の学校には配置
されていません。

平成24年度予算概
要とてもくわしくてよか
ったです。議会の方の写真
が載っていましたが女性の方
が少なく、もう少し女性議員
がいたら福祉、子育て事業
について議論できると
思いました。 30歳

住宅用太陽光発電
設備設置補助（１基６万
円）は少ないので、脱原子力発
電のために補助を上げてほしい。
壱岐市の予算がていねいにわかり
易く報告されています。意外と知
らない会計予算があり、今後壱
岐の発展のため何に予算が
必要か理解できました。
　　49歳

市民の声を聞
くことや議会報告
会をすることは非
常に良いことで
す。　 85歳

働く親が多い中、
保育園・幼稚園の全て
で給食があればいいと思
います。
若いママさん達も朝の忙し
い時間を子どもと会話す
る時間にできるかも
…。 46歳

産前産後休暇や育児
休暇などで会社を休み、いざ

復帰しても職場に行きにくい状況
となり、会社から解雇されるなど追い
込まれる。復帰後1年くらいは確実な保
証・条件ができないものか、仕事ができな
いなら子どもは産めません。
壱岐内での母子・父子のみの働きでは子
どもを育てられず親に協力してもらう
事もあるが、親と同居で扶養に入る
と手当が出ないという事など見
直してほしい。　　30歳

夜空の祭典2011（勝本町）

議会だよりクイズの応募の
中で、お寄せいただいたご
意見やご感想をご紹介する
コーナーです。



第
34
号

編　

集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい植物油インキで印刷されています。

お知らせお知らせ
壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

白
川
市
長
の
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現

在
壱
岐
市
が
抱
え
る
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
平
成
26
年
度
か
ら
段
階
的
に
21
億
円
が
削
減

さ
れ
る
交
付
税
を
含
め
た
行
財
政
問
題
、
長
崎
県
病

院
企
業
団
へ
の
加
入
問
題
を
抱
え
た
病
院
問
題
、
建

設
場
所
の
問
題
や
地
震
対
策
で
二
転
三
転
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
建
替
え
問
題
等
で
す
。
こ
の
難
局
を

乗
り
切
る
た
め
、
今
回
新
た
に
２
人
目
の
副
市
長
の

任
命
が
あ
り
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
活
動
報
告
や
市
民
皆
様
の
ご
意

見
を
聞
く
場
と
し
て
、
７
月
に
議
会
報
告
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
多
く
の
方
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
ご
提
言
い
た
だ
い
た
問
題
に
対
し
、
議

論
を
深
め
解
決
に
向
け
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第14回

第13回クイズの答え
①ソフトボール成年女子、自転車（ロー
ド）②議会報告会　③あなたに関わる
予算とご意見等　　　
応募総数８人で全員が全問正解です。
ご応募ありがとうございました。

まる!!まる!!

シュワッチシュワッチ

～ 第13回クイズの当選者 ～
山口栄子様　吉永　東様
今長未央様　森田聡子様
末永朱音様　（順不同）　
おめでとうございます！ 

ピースピース

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募待ってま～す!!

クイズ　次の問題に答えよう
その①　 壱岐市の副市長は何人になったでしょ

う？
その②　 市内８つの小学校で複式学級（同じクラス

に２つの学年）は何クラスあるの？
その③　 議会報告会に参加してくれた市民は何人

でしたか？
　　　　 
　ヒント　 この議会だよりの中に答えがあり

ますので、最初から最後まで良く読
んでみてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、市政へのご意見・ご要望
などもお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
 （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 24年 9月 10日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

壱岐保育園の
お友だち

ばく君 がく君

 さおりちゃん
みくちゃん

しおん君

I K I
CITY クイズ


